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  ～家族再統合に向けた当事者主体・              

           解決志向アプローチによる取り組み～ 



児童虐待の現状 

平成28年8月5日河北新報 

 

   

平成28年11月20日朝日新聞 

平成27年度虐待対応件数 

 ・全国では10万件を突破 

 ・宮城県(仙台市を除く)では
949件(前年比18％↑) 

   

難しい対応に日々追われる
児相職員の負担は大きい! 

   



虐待対応特有の困難性 

•望まれない相談のスタート 

•保護者の意思に反したケースワーク 

•介入と支援を同時に行う 

でも，虐待は許す
わけには・・・ 

困っている保護者
を助けたい・・・ 



虐待対応 

× 

指導型 



実際の面接状況を再現 

•事例 
 ・両親と女児の３人家族 

 ・あざを発見した小学校からの連絡で一時保護 

 ・CWとSVが母と面接を行っている途中 
  ※CW(ｹｰｽﾜｰｶｰ) 

    SV(ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ:CWの上司) 



ロールプレイ（指導型） 

• ビデオをご覧ください 

 



児相担当者が目指したこと 

あなたの行為は虐待です！！ 

 二度とやらないと 
  約束してください！！ 

約束は守ってください！！ 

虐待を 
認めさせる 

保護者が 
変わらなければ 

子どもを守りたい 

⇒これで子どもは大丈夫？ 



虐待対応 

× 

サインズ・オブ・セーフティ 



サインズ・オブ・セーフティ＝「安全のサイン」 

サインズ・オブ・セーフティ 

児童の安全・安心を守る枠組み 

⇒サインズ導入で，保護者と児相の関係改善 
⇒宮城は平成27年2月に研修会を実施 
       それ以降少しずつ実践が始まる 



サインズで用いられるツール 

スリーコラム 

スリーハウス セーフティサークル 

セーフティハウス 

ワーズ＆ピクチャーズ 

見える化 

平成27年2月27日「家族再統合に関する研修会」資料より（千葉県市川児童相談所，渡邉直氏作成） 



ロールプレイ（サインズ） 

• ビデオをご覧ください 

 



２つのロールプレイの比較 

  指導型 サインズ型 

情報のやりとり 会話のみ 見える化 

叩かないための
方法 

誓約書 具体的な安全プラン 

コミュニケーショ
ンの方向 

一方的 双方向 

子どもが帰る方
法 

不明確 行程表 

力を引き出す 

明確に 

「叩く」「怒鳴る」のないしつけ 

目的 

見える化 



実践事例紹介 



母子に起きたこと 

家庭復帰までにやるべきことの具体化 

面会・外泊の
目的の理解 

毎回必ず振り返りシートを作成 

子どもの気持ち
を尊重 

施設入所理由を子どもに説明 
子どもの希望をプランに入れる 

安全のための
行動を取る 

自発的に関係機関に相談 
施設内でのけがを見つけ受診 

母が自信を深める 

子どもの安全が守られる 

児相も安心して先に進める 



サインズアプローチ  

サインズアプローチの特長 

見える化 

当事者主体 解決志向 

相談者中心 寄り添って話を聴く 

宮城県児相の文化  



まとめ 



サインズで起きたこと 

保護者と児相の対立・膠着状態 

子どもの安全・安心が強固に 

保護者と児相の協働 

サインズ 



課題と今後に向けて 

サインズ 

取り組んでいる 
職員は少数 

実践の 
共有機会がない 

良い実践は 
積み重なっている 

⇒良い実践＝「宮城スタンダード」へ 



宮城スタンダードへの 
         道は続く 

ありがとうございました 


